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グローバル・メガトレンド
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グローバル・メガトレンド
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NECが目指す社会価値創造

Sustainable Earth
地球との共生

Safer Cities & Public Services
安全・安心な都市・行政基盤

Lifeline Infrastructure
安全・高効率なライフライン

Communication
豊かな社会を支える情報通信

Industry Eco-System
産業とICTの新結合

Work Style
枠を超えた多様な働き方

Quality of Life
個々人が躍動する豊かで公平な社会

7つの
社会価値創造

テーマ
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NECが目指す5Gの世界

NECは5Gを通じてパートナー企業と協奏し、多彩な社会価値を共創

5G

5G

5G

5G

5G

5G

5G

ショッピングモール
[おもてなしSL]

スタジアム
[AR, VR]

交通
[自動運転]

ドローン
[インフラ点検]

5G 5G

スマートシティ
[警備]
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参考：NTTドコモ様 2016/11/16 プレスリリース
「5Gトライアルサイト」での実証実験に向けたパートナー企業との連携を拡大
-新たにALSOK、JDI、凸版印刷と連携に合意-

5G実証実験の取り組み例
(ALSOK様との取り組み、警備の高度化)

５Ｇ

犯罪などの予兆検知・未然防止の必要性が高まってきているため、画像解析による
異常検知などが可能な、高度な警備サービスの実現が必要

５Ｇ
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ALSOK様の5Gへの期待

高精細画像の警備活用

・高精細画像（４K等）とＡＩを警備に活用することで、従来では捉えることが困難であった事象を捉え、異
常検知精度向上や未然防止に資する警備サービスの実現に期待。

・高精細画像を警備サービスに活用するためには、①大容量・高速通信だけでなく、②リアルタイムでの画像
共有を実現する低遅延、③混雑したイベント会場や災害時でも安定した通信を実現する高信頼が必要。

【４Ｋ画像とＨＤ画像の比較例】

４Ｋ画像 ＨＤ画像

※ビル８Ｆから約３００ｍ先の歩行者の画像※監視カメラが捉えた全景
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ALSOK様の5Gへの期待

①大容量・高速通信
・高密度、広域に配置された高精細映像（４Ｋ等）とＡＩを活用することで、従来では捉えることが困難で

あった事象を捉える。

4G 5G

4Kカメラx0 HD配信 x10 4Kカメラx100 HD配信×1000（4K配信×200）

実効速度
下り 53Mbps
上り 13Mbps

実効速度（想定）
下り 5.0Gbps
上り 2.5Gbps

接続数（例：実行速度/想定画像伝送量）
上り 13Mbps / 25Mbps（4K）≒0（１以下）
下り 53Mbps / 5Mbps(HD)≒１0

接続数（例：実行速度/想定画像伝送量）
上り 2.5Gbps / 25Mbps（4K）=１００
下り 5Gbps / 5Mbps(HD)＝１０００
（下り 5Gbps / 25Mbps(4K)＝２００）

【４Ｋ画像伝送イメージ】

【前提】：
4Gの最高速度：DL 375Mbps/UL 50Mbps 5Gの最高速度：DL 10Gbps/UL 5Gbps
4Gの実効速度：DL  53Mbps/UL 13Mbps(25%値) 5Gの実効速度：DL 5Gbps/UL 2.5Gbps

参考：https://www.nttdocomo.co.jp/support/area/effective_speed/
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ALSOK様の5Gへの期待

②低遅延
・不審者を捕らえた画像を現地警備員や監視センターとリアルタイムで共有するために、監視画像の伝送遅延を短縮。

4G 5G

コア網

監視サーバー

MEC

RTT
1000msec

～

RTT
232msec

画像分析
折り返し

【想定】
無線区間： 2msec
画像処理： 230msec

長期・俯瞰的
総合分析

【想定】
無線区間：10msec
コア網等：1000msec
画像処理：230msec※

5Gで導入されるMECで画像の分析と再符号化、スイッチングを行う事で、5Gの低遅延を最大限活用

※符号化と画像分析で
230msecと想定

？ ！
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ALSOK様の5Gへの期待

③高信頼
・多数の観客で輻輳する通常トラヒックとセキュリティ用の通信を完全分離。

・災害、停電時も停電補償された基地局と特定の端末間の優先通信を実現する事で、パブリックセーフティ
用の強靭な通信インフラを確保。

輻輳

・警察、消防
・監視センター
・メディアセンター

など

電源断
光回線断

・タワー
・高層ビル

など

・イベント会場
など



13 © NEC Corporation 2017

実証実験で実証するNECの技術

今年度の実証実験では、大容量・高速通信を実現するための技術を検証予定

DU/AASDU/AAS

CU
[スケジューラ]

Lower Layer 
Function Split

28GHz帯Massive-MIMO

AI技術

Massive MIMO with L2-CRAN

低SHF帯 超多素子アンテナシステム
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人の知的創造活動を最大化するNECの最先端AI技術群

※1：米国国立標準技術研究所（NIST）主催の評価タスクで3回連続第1位
※2：米国国立標準技術研究所（NIST）主催の評価タスクで第1位（2012年）

顔認証

群衆行動解析

光学振動解析

音声・感情認識

物体指紋

インバリアント分析

異種混合学習

テキスト含意認識

RAPID機械学習

時空間データ横断
プロファイリング

自律適応制御

予測型意思決定
最適化

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

No.1※1

No.1※2

学習型超解像Only1

Only1

Only1

自己学習型システム
異常検知

Only1

見える化 分析 制御・誘導

顧客プロフィール推定
Only1
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世界が認めるＮＥＣの顔認証技術(参考)

米国国立標準技術研究所(NIST)主催のベンチマークテストで
４回連続で世界第１位の評価を獲得

（2009年MBGC*1、2010年MBE*2、2013年FRVT*3、2017年FIVE*4）

NECの顔認証技術は、セキュリティ用途を始め、世界４０か国以上で採用

*1 MBGC (Multiple Biometric Grand Challenge)
*2 MBE（Multiple Biometrics Evaluation)

*3 FRVT（Face Recognition Vendor Test) （※：本評価参考値）
*4 FIVE (Face In Video Evaluation)
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世界初のNECの群衆行動解析技術(参考) (1/2)

▌混雑環境を、カメラの映像を用いて解析する技術
 人の多い環境では人同士が重なって写るため、従来の映像解析技術では解析が困難

ＮＥＣの群衆行動解析技術は人の重なりに強く、混雑環境から様々な情報を取得可能

個人を検知・追跡する技術
人の重なりに弱く、疎らな群衆のみ解析可能

従来の解析技術

立入禁止エリアの
侵入者検知

閑散環境での
うろつき人物の発見

個人を判別せず人の塊を捉える技術
人の重なりに強く、密な群衆に適用可能

群衆行動解析技術

数百人の歩行者が複雑に行き交う
混雑環境から異変を検知

塊単位で解析

これまで得られなかった混雑環境下の情報（人の密度や流れ）を
高精度に把握・活用することが可能に
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世界初のNECの群衆行動解析技術(参考) (2/2)

▌群衆行動解析技術の活用例
 混雑状況を可視化し、効果的に警備員を配置して群衆を誘導

 混雑状況の可視化情報／案内情報をスマート端末やデジタルサイネージなどで提示し
混雑回避を誘発

 異常な群衆状態を検知し、警備員にリアルタイム通知

TOILET

Coffee & Hot dog

利用者自らがスマホや
デジタルサイネージ上
で混雑状況を確認

既設カメラなどで
群衆を監視

混雑状況を可視化
（群衆行動解析技術
）

警備員・警察官を派遣し
混雑緩和に向け誘導

誘導指示
混雑MAP

混雑状況の可視化

異常混雑
集団で逃げる行動

取り囲み行動 集団滞留

雑踏事故の前兆 危険な状態の発生

転倒者の存在

群衆異常検知

犯罪準備行動
異常混雑の誘発

予測／シミュレーション

FuturePast

将来の混雑状況を予測し
事前に誘導員を配置

【研究開発中】

【研究開発中】 【研究開発中】

【研究開発中】
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仕様・設計値

無線周波数 27.5~29.2GHz

周波数帯域幅 最大300MHz

方式 TDD

アンテナ利得・素子数 26dBi・480素子

ビーム制御 AZ方向：フルデジタル
EL方向：固定成形ビーム

RFチャンネル数 最大32

送信電力 最大30W

消費電力 最大600W

大きさ、重さ 233x248x194mm3, 17kg
RF部(アンテナ含む)のみ

28GHz帯Massive-MIMO

ロングレンジかつフレキシブルなビーム構成を実現

▌ NECが超小型マイクロ波通信装置iPASOLINK[1]開発製造で培ったミリ波デバイス・回路技術
▌ 独自の省電力DAC・ADC技術を駆使したデジタルビームフォーミング
▌ ロングレンジかつフレキシブルなビーム構成、最大4km/1ビーム～700m/≧32ビーム（見通し内、設計値）
▌ 独自の放熱・実装技術によりRF部11リットルの小型化
▌ 今回のTBSに動態展示、2017年度屋外実験にて28GHz帯課題抽出とコンセプト有効性検証を行い、以降の製品化

を検討していきたい

[1] http://www.nec.com/en/global/prod/nw/pasolink/
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▌ スループット測定値
 64QAM、MCSを固定
 暗室にてOTAで測定
 ビーム当たり約1.1Gbps

28GHz帯Massive-MIMO

▌アンテナパターン測定値
暗室にて測定

15elements, 
Fixed beam of 
cosecant-squared

32elements, 
Full-digitally controlled, for maximum 32 beams
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低SHF帯 超多素子アンテナシステム

低SHF帯 超多素子アンテナのメリット

フルデジタルビームフォーミング技術が適用可能

反射・回折などによるマルチパスを利用した

大容量通信を実現

NLOS環境でも通信可能

ビル陰など直接波が届かない(NLOS)環境

でも、反射・回折などによる通信が可能

NLOS

LOS

安心/安全領域への適用例（ALSOK様）
ビル陰や雑踏など、LOS/NLOS環境やマルチパス環境を自由に移動する警備員に対し、
ビームで自動追尾することで、高精細画像(4K等)の大容量かつ安定した通信を実現。
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低SHF帯 超多素子アンテナシステム

低SHF帯超多素子(Massive MIMO)アンテナ

▐ 高集積実装技術を採用することで小型軽量化を実現

▐ フルデジタルビームフォーミングによる高い周波数利用効率

▐ 複数ユニット連結によるアンテナ素子数の拡張が可能

項目 仕様

中心周波数
①5.2GHz（5.2G帯AAS）
②4.55GHz/4.65GHz/4.75GHz(4.5G帯AAS)

帯域幅 100MHz

アンテナ素子数 8(横)×4(縦)×2(偏波), 64素子相当

アンテナビーム利得
①20.4dBi(5.2G帯AAS)
②21.9dBi（4.5G帯AAS）

総送信電力 +25dBm(偏波あたり)

大きさ
①259mm(W)×334mm(H)×52～83mm(D),約7.5L
②287mm(W)×350mm(H)×52～83mm(D),約8.3L

重量 約6~7kg

①5.2GHz帯AAS

②4.5GHz帯AAS

本発表には、総務省の平成29年度委託研究「第5世代移動通信システム実現に向けた研究開発～高周波数帯・広帯域超多素子アンテナによる高速・低消費電力無線
アクセス技術の研究開発～」プロジェクトの成果の一部が含まれています。
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低SHF帯 超多素子アンテナシステム

実装置、実環境(屋内、屋外)での実験をNTTドコモ様と共同で実施
実用に向けデータ蓄積中

BS①-3

BS①-2

BS①-1

BS②-3

BS②-2

BS②-1

MS-6

MS-1

MS-2

屋外実験環境(表参道）

UL伝搬特性解析結果 (BS②-1、MS-1)

マルチサイト環境によるサイト間協調制御検証に向け、実環境での実験を継続

今後

屋外実験風景
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CUMBH
MFH

仮想セル

基地局間連携

Massive MIMO with L2-CRAN 
複数のサイト/ビームをCUで制御することで仮想セルを実現

AAS

協調制御により、仮想セル内では一定品質を保った通信が可能

AAS間で協調して割り当て

安心/安全領域への適用例（ALSOK様）
複数の警備員が動き回る環境下においても、高精細画
像(4K等)の大容量かつ安定した通信を実現。

【独自技術】
①サイト間ビーム協調スケジューリング方式
②サイト間ビーム干渉制御方式

CU

AAS#1 AAS#2        

UE#1 UE#2

Interference
suppression

Center Unit
(CU)

AAS#1 AAS#2        

UE# 1 UE#2

Selection/ Coordination Coordinated Beamforming
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基地局間連携

Massive MIMO with L2-CRAN  ～NECの取り組み 実験システム～

PDCP
Low-

RLC

High-

MAC

Low-

MAC

High-

PHY
Low-PHY

PDCP
Low-

RLC

High-

MAC

Low-

MAC

High-

PHY
Low-PHY

Option 5Option 4 Option 6 Option 7Option 2Option 1

RRC

RRC

RF

RF

Option 8

Data

Data

High-

RLC

High-

RLC

Option 3

CU
[スケジューラ]

DU DU

CU DU
出展:3GPP 38.801

nFAPI and FAPI specification：SMALL CELL FORUM

【独自技術】
①DUからチャネル情報を収集し、

サイト間ビーム制御を実施
②CU機能を全て汎用サーバ上で構築
（将来的にNFVへ移行可能）

Function SplitはOption6
CU-DU間インタフェースは、
FAPI/nFAPIを適用(一部、独自追加変更)

FAPI/nFAPI
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まとめ

実証実験を通して、パートナー企業とともに5Gを活用したビジネスを具体化します。
5Gの早期実用化に向けた研究開発を加速していきます。

▌グローバル・メガトレンド

▌NECが目指す社会価値創造と5Gの世界

▌5G実証実験の取り組み例(警備の高度化)

▌ALSOK様の考える5Gへの期待
大容量・高速通信

低遅延

高信頼

▌実証実験で実証するNECの技術
AI技術 NEC the WIZE

28GHz帯Massive-MIMO

低SHF帯 超多素子アンテナシステム

Massive MIMO with L2-CRAN
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本講演関連展示

講演会場

本講演に関連する展示は、NECブースと5G TBS内NECブースでご覧頂けます。
是非お立ち寄り下さい。

現在地

NECブースと接続
ライブデモ実施

IN/OUT
NTT/
NTTドコモ
ブース




